
総合支所名 国府町 ６項目ー①

項目名

 

短期 中期 長期

実施内容 担当課
決算額
（千円）

～２９年度 ～３１年度 ～３５年度 実施内容 備考
決算額
（千円）

実施内容 備考
決算額
（千円）

実施内容 備考
決算額
（千円）

観光資源の
魅力向上

【ビジットとっ
とりの展開】

観 光 ル ー ト 設
定 、 ル ー ト 沿 線
の観光スポット等
の整備について
検討

観 光 コ ン ベ ン
ション推進課
国府町総合支
所

0

〇 観 光 ル ー ト ・
観光ス ポッ トの
設定、新たな観
光資源の洗い出
し等によるマップ
の作成

〇新たな観光ス
ポットの整備
〇ジオパークエ
リア等広域連携
による情報発信
〇ジオパーク関
連 観 光 ボ ラ ン
ティアの育成

〇市内他地域と
の連携による観
光商品の造成
〇 観 光 ボ ラ ン
ティア組織の育
成

観光コンベン
ション推進課
鳥取砂丘・ジ
オパーク推進
課
福 部 町 総 合
支所
鳥取市観光コ
ン ベ ン シ ョ ン
協会
鳥 取 市 東 商
工会
岩美町
八頭町

①河合谷水と
のふれあい広
場整備
② 雨 滝 周 辺
整備

①テーブル、ベ
ンチ改修等

②筥滝前立木
伐採

5,395

①雨滝地内遊
歩道整備

②案内看板整
備

①中国自然歩
道～とよ滝間
遊歩道整備
（L=100ｍ）

②雨滝地内案
内看板

1,069

①入込客数カ
ウンター設置

②イベント開
催費

①雨滝地内設
置(6月)15,696
人（12月末現
在）

②扇ノ山登山
等(10/28雨天
中止)

③扇ノ山案内
看板作製

674

河合谷水とのふれ
あい広場、雨滝遊
歩道とよ滝ルート
の整備など観光資
源の魅力向上を図
るとともに、雨滝へ
訪れる観光客の正
確な数を把握する
ためカウンターを
設置した。

継続して観光ルート、ス
ポットを設定しマップの作
成を行う。
また、観光資源の活用を
図っていく。

殿 ダ ム を 活
か し た 観 光
振興

【 環 境 保 全
活 動 の 推
進】
【ビジットとっ
とりの展開】

・ 殿 ダ ム水 源地
域 を 中 心 と し た
地域団体へ呼び
かけ、 新た な 推
進組織の立ち上
げ

・マスつりフェスタ
の開催

都市環境課
国府町総合支
所 2,144

〇殿ダム活性化
組織体制整備と
殿ダム水源地域
ビジョンアクショ
ンプランの推進

〇殿ダム水源地
域ビジ ョン 中期
ビジョ ン施 策の
推進

〇殿ダム水源地
域ビジ ョン 長期
ビジョ ン施 策の
推進

観光コンベン
ション推進課
都市環境課
国土交通省
鳥取県
殿ダム水源地
域 ビ ジョ ン連
絡会議
鳥 取 市 東 商
工会

① マ ス つ り
フェスタ

②殿ダム水源
地 域 交 流 促
進事業

①5/31開催
　1,600名来場

②６団体助成

4,244

① マ ス つ り
フェスタ

②殿ダム水源
地域交流促進
事業

①5/29開催
　1,500名来場

②６団体助成
3,944

①マスつりフェ
スタ

②殿ダム水源
地域交流促進
事業

①5/28開催
1,500名来場

②６団体助成
3,484

着実に殿ダムを生
かしたイベントが
実施でき、団体育
成にもつなっがっ
た。

継続して、団体育成のもと
イベントを継続していく。

新たな 特産
品開発

【 農 林 水 産
業の振興】

特産品、取組組
織の現状把握

経 済 ・ 雇 用 戦
略課
農業振興課
国府町総合支
所

0

〇既存特産品の
販路拡大と製造
～販売体制の整
備

〇特産品グルー
プ育成支援

〇新たな特産品
の開発

経済・雇用戦
略課
農業振興課

加 工 品 生 産
者、グループ
へイ ベン ト出
店、物産展等
情報提供

市内外イベント
へ 、 物 産 展 等
へ の 案 内 、 出
店要請

0

①中山間コ
ミュニティ支援
事業

②もうかる６
次化・農商工
連携事業

③加工グルー
プ等への支援

④輝く中山間
地域創出モデ
ル事業

①スイーツ・
軽食販売店
「みちくさキッ
チンQueue
（クゥ）」設置
助成（楠城）
H28.9.4オープ
ン
②ワイン醸造
所整備助成
（上麻生・建物
整備）
③イベント出
店要請
④新たな特産
品開発助成

16,805

①もうかる６次
化・農商工連
携事業

②加工グルー
プ等への支援

③輝く中山間
地域創出モデ
ル事業

①ワイン醸造
所整備助成
（上麻生・設備
整備ー8月導
入）

②イベント出
店要請(随時)

③新たな特産
品開発助成
(万葉のふるさ
と国府創生会)

14,307

軽食販売所、ワイ
ン醸造所、観光休
憩所の新たな特産
品の拠点ができ
た。

基盤はできつつあり、各販
売店の支援を継続してい
く。
また、新たな特産品開発
団体等への支援も継続す
る。

観光資源・
特産品を
活かしたま
ちづくり

① 史 跡 、 文 化
財、自然等国府
町の観光素材の
磨き上げと観光
ルートの設定。

②殿ダムを活用
し た 新 た な 取り
組みを推進する
団体の育成。

③いなば国府ガ
イドクラブ等と連
携し観光ボラン
ティアの育成。

④新たな特産品
開発。

これらを地域と
関係団体、行政
が一体とな った
取組を行う。

２７年度 ２８年度 ２９年度

「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画

　観光資源・特産品を活かしたまちづくり

現状と課
題等

　日本の滝百選の「雨滝」、中国地方最大級の規模を誇るロックフィル形式の「殿ダム（因幡万葉湖）」、また、万葉文化のかおり高い貴重な史
跡・文化財などの観光資源があります。本町の活性化のためにも、これらの観光資源の魅力向上、集客力アップを図っていくことが重要です。
　観光素材の磨き上げ、観光ルートの設定、いなば国府ガイドクラブ等の観光ボランティアの育成、新たな特産品開発など、地域と関係団体、
行政が一体となって取組みを進めます。

※進捗状況

短期（H２６～２９）における総括

成果
次年度以降への課題・方向

性

項目名 事業概要
目標

【基本計画・
施策】

２６年度
推進期間

関係課
関係団体等

１ １



総合支所名 国府町 ６項目ー②

項目名

 

短期 中期 長期

実施内容 担当課
決算額
（千円）

～２９年度 ～３１年度 ～３５年度 実施内容 備考
決算額
（千円）

実施内容 備考
決算額
（千円）

実施内容 備考
決算額
（千円）

0
〇人・農地プラン
作成に取り組む
集落の掘り起し

〇人・農地プラン
作成支援
〇認定農業者・
集落営農組織等
への農地集約検
討

〇認定農業者・
集落営農組織等
への農地集約へ
の支援

15,100

〇新規就農者育
成、定住支援
〇ふるさと就農
舎 等 に よ る 研
修・現地への入
植支援

〇左記に加え経
営の安定に向け
た支援

〇左記に加え経
営の安定に向け
た支援

①人・農地プ
ラン広報と実
施集落募集

②新規就農
希望者
　就農舎での
研修

①実行組合長
へチラシ配布
　２集落説明会
開催

②Ｈ27年度3名
卒業
　《就農先》
　旧市2名
　国府1名※
　河原1名
（※旧市と兼）
継続２名　新規
２名

―

①人・農地プ
ラン広報と実
施集落募集

②新規就農希
望者の相談

①人・農地プ
ランを推進す
るため、関係
機関で検討す
る会議を開催

短期（H２６～２９）における総括

成果
次年度以降への課題・方向

性

農地保全
と農業振
興

①山間地におけ
る農業施設の維
持管理と農地保
全を図る。

②農業振興を図
るための若い担
い手育成、新規
就農者定住支援
を行う。

①農地と農
業施設の保
全管理の奨
励

②新たな担
い手の育
成・支援によ
る農地活用

【農林水産
業の振興】

新たな担い手、
集落営農法人育
成について検
討、就農舎事業
委託、活動支援

農業振興課
国府町総合支
所

農業振興課
鳥取県
鳥取いなば農
業協同組合
鳥取市ふるさ
と農業公社

①人・農地プ
ラン広報と実
施集落募集

②担い手の掘
り起こし

③農地中間管
理事業の推進

①人・農地プ
ランを推進す
るため、関係
機関で検討す
る会議を開催
（2回開催）

②③地域の中
心となる担い
手を掘り起こ
し、農地の貸
借を農地中間
管理機構を通
じて円滑に行
う(１件)

――

広西地域において
集落営農組織（法
人）、美歎地域で
は地域の担い手と
なる法人化組織が
設立された。

農地中間管理事業による
担い手への農地集約を継
続して進めていく。

※進捗状況

項目名 事業概要
目標

【基本計画・
施策】

２６年度
推進期間

関係課
関係団体等

２７年度 ２８年度 ２９年度

「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画

　農地保全と農業振興

現状と課
題等

　中山間地域の高齢化、人口減少などにより耕作放棄地が発生し、農業・農村の衰退が大きな課題となっています。
農地利活用率の向上対策として、国府町担い手協議会や鳥取市農業公社国府支所、鳥取いなば農協など関係団体と連携し、担い手農業者
への農地斡旋や、新規就農希望者への技術習得・定住支援による新たな担い手の育成に取り組みます。

２ ２



総合支所名 国府町 ６項目ー③

項目名

 

短期 中期 長期

実施内容 担当課
決算額
（千円）

～２９年度 ～３１年度 ～３５年度 実施内容 備考
決算額
（千円）

実施内容 備考
決算額
（千円）

実施内容 備考
決算額
（千円）

山間地の地
域 活 性 化 ・
定住促進

【移住・定住
の促進】

・ 空 き 家 情 報 の
収集

・地域おこし協力
隊員の募集

中山間地域振
興課
国府町総合支
所

0

〇空き家情報の
収集
〇地域おこし協
力隊の配置

〇ＵＪＩターンの
促進

〇ＵＪＩターンの
促進

地域振興課
自治会
ま ち づ く り 協
議会

地域おこし協
力隊２名配置
（ H27.11.1 か
ら）

山 間 地 の 振
興（大茅・成器
地区の維持活
性化）

・空き家の活用
・地域資源を生
か し た 地 域 活
性化の検討

3,248

地域おこし協
力隊２名配置

山間地の振興
（大茅・成器地
区の維持活性
化）

・空 き家 活用
相談窓口の設
置 （ 5 月 ～ 9
月）、空き家現
地調査、所有
者 意 向 確 認
（アンケート）、
空き家情報バ
ンクへの登録
依頼等実施
・地域活動（イ
ベ ン ト 、 ま ち
協・公民館事
業 、 清 掃 活
動）のサポー
ト実施
・地 域資 源を
生かした地域
活性化策を検
討

6,285

地域おこし協
力隊２名配置

山間地の振興
（大茅・成器地
区の維持活性
化）

・空き家現地調
査、所有者意向
確認（アンケー
ト）、空き家情報
バンクへの登録
依頼等実施（相
談２件）
・地域活動（イ
ベント、まち協・
公民館事業、清
掃 活 動 ） の サ
ポート実施
・地域資源を生
かした地域活性
化策を事業化
提案（殿ダム因
幡万葉湖の活
用、間伐体験)
・事業化①農業
体 験 （ 9/24 中
止)②スウィート
ハ ロ ウ ィ ン
（ 10/9 ） ③ 紅
葉！雨滝フォト
コ ン テ ス ト
（11/5）

6,584

地域活動の支援
や活性化に向けた
講演会、地域資源
を生かしたイベント
等を実施した。

地域おこし協力隊の活動
の成果を見ながら、自治会
や地域の団体と連携して、
地域イベントの継続など活
力ある地域づくりにつなげ
ていく必要がある。

山間地の地
域 活 性 化 ・
定住促進

【商業・サー
ビ ス 業 の振
興】

― 〇移動販売導入
〇買い物環境の
改善

〇買い物環境の
改善

地域振興課
自治会

― ― ― ― ― ―
中山間地域・
買い物支援事
業

・移動販売車
導入支援
・移動販売運
営支援
・生鮮品・食料
品等を中心と
した移動販売
（11/1開始ー
20集落）

4,600

移動販売が開始さ
れ、買い物環境の
改善が図れた。見
守り事業の運用も
進められた。

移動販売の拡大や継続を
支援する。また。見守り事
業の拡大も必要となる。

２９年度
短期（H２６～２９）における総括

成果
次年度以降への課題・方向

性

自治組織
の強化

自治会と本市が
連携して 、自治
組織の強化と活
性化を図る。
特に、山間地に
おける過疎化の
歯止めを図る。

※進捗状況

項目名 事業概要
目標

【基本計画・
施策】

２６年度
推進期間

関係課
関係団体等

２７年度 ２８年度

「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画

　自治組織の強化

現状と課
題等

　平成２５年度に本町で集落維持ができず、一つの集落が自治会組織を解散しました。山間地域における過疎化現象は、深刻かつ喫緊の課
題です。
　住民生活の基盤である自治会の役割はますます重要となっていますが、その加入率は減少傾向にあります。地域の特性を活かしたまちづく
りを進めるためにも、自治会と本市が一体となって、自治組織の強化と活性化を図ります。

３ ３



総合支所名 国府町 ６項目ー④

項目名

 

短期 中期 長期

実施内容 担当課
決算額
（千円）

～２９年度 ～３１年度 ～３５年度 実施内容 備考
決算額
（千円）

実施内容 備考
決算額
（千円）

実施内容 備考
決算額
（千円）

遊休財産の
活用・処分

【 財 政 基 盤
の強化】

旧庁舎解体後の
利活用検討

財産経営課
国府町総合支
所

0

〇旧国府町総合
支所の処分
〇旧成器・大茅
小学校などの有
効利用

〇旧国府町総合
支所の処分
〇旧成器・大茅
小学校などの有
効利用

〇旧成器・大茅
小学校などの有
効利用

財産経営課
生涯学習・ス
ポーツ課
ま ち づ く り 協
議会

旧国府 町総
合 支 所 庁 舎
解 体 撤 去 後
の利活用及び
旧成器・大茅
小学校などの
有効利用につ
いて、地域の
皆 さ ま の 意
見・要望を参
考にしな がら
方向性を検討
する。

旧 国 府 町 総
合支所庁舎解
体、処分につい
て検討

0

①旧国府町総
合支所庁舎の
処分

②旧成器・大
茅小学校など
の有効利用の
検討

①旧国府町総
合支所の売却
処分に向けた
整備

・地下タンクの
撤去（6月）
・防災行政無
線屋外拡声子
局移設（10月
、宮ノ下小学
校校庭）
・アスベスト調
査(建材等）
・境界確定及
び敷地測量

8,169

①旧国府町総
合支所庁舎の
処分

②旧成器・大
茅小学校など
の有効利用の
検討

①旧国府町総
合支所の売却
処分に向けた
整備

・建物内不要
備品等処分(９
月)
・灯油地下タ
ンク土壌汚染
調査(８月)
 ・下水道・水道
 設備移転補償
 ・不動産鑑定

4,639

旧国府町総合支
所庁舎の処分に
向けた取り組みを
進めた。

旧国府町総合支所庁舎の
処分事業の継続と、旧成
器・大茅小学校の施設の
あり方の検討を進める。

地区公民館
の整備

【 財 政 基 盤
の強化】【生
涯学習の推
進】【協働の
まちづくりの
推進】

大茅地区公民館
耐震補強等事業

・耐震補強工事
・トイレ改修工事
（ ト イ レ 男 女 別
化・多目的トイレ
設置）

協働推進課
国府町総合支
所

38,828
〇地区公民館整
備

〇地区公民館整
備

―

協働推進課
地区公民館
ま ち づ く り 協
議会

― ― ― ― ― ―
谷地区公民館
耐震補強等事
業

・耐震補強工
事設計・トイレ
改修設計（トイ
レ 男 女 別 化 ・
多目的トイレ）
の検討

（国府地区保
健 セ ン タ ー を
改修し、 移転
予定）

0

大茅地区公民館
の耐震化等が完
了した。谷地区公
民館の整備方針
が決定した。

谷地区公民館の移転改修
と成器地区公民館の新築
整備を進める。
地区公民館施設の不具合
箇所の整備も進めていく。

市有財産
の適切な
管理と有
効活用

旧国府町総合支
所をは じめ とす
る遊休財産の活
用・処分や旧成
器・大茅小学校
などの有効利用
について、地域
住民の意見・要
望も参考にしな
がら検討してい
く。

２７年度 ２８年度 ２９年度
短期（H２６～２９）における総括

成果
次年度以降への課題・方向

性

項目名 事業概要
目標

【基本計画・
施策】

２６年度
推進期間

関係課
関係団体等

「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画

　市有財産の適切な管理と有効活用

現状と課
題等

　建築年が経過し老朽化した施設を多く抱えている状況において、公共施設ファシリティマネジメントの推進を図りながら、市有施設を適切かつ
効率的に維持管理を行っていくことが重要です。
　本町には、旧国府町総合支所をはじめとする遊休財産の活用・処分や旧成器・大茅小学校などの有効利用について、地域住民の意見・要望
も参考にしながら検討を進めます。

※進捗状況

４ ４



総合支所名 国府町 ６項目ー⑤

項目名

 

短期 中期 長期

実施内容 担当課
決算額
（千円）

～２９年度 ～３１年度 ～３５年度 実施内容 備考
決算額
（千円）

実施内容 備考
決算額
（千円）

実施内容 備考
決算額
（千円）

不法投棄の
未 然 防 止 と
早 期 発 見 、
産業廃棄物
の不法投棄
防止

【 環 境 保 全
活 動 の 推
進】

監視員の設置
生活環境課
国府町総合支
所

88

〇パトロールの
強化
〇看板・監視カメ
ラ等の設置
〇広報活動

〇パトロールの
強化
〇看板・監視カメ
ラ等の設置
〇広報活動

〇パトロールの
強化
〇看板・監視カメ
ラ等の設置
〇広報活動

生活環境課
鳥取県
自治会
ま ち づ く り 協
議会

○パトロール
の実施
・不法投棄監
視員・職員ほ
か

○ 看 板 の 設
置

○広報
・ 支 所 だ よ り
(毎月掲載)
・音声告知放
送( 随時 ) ほ
か

○パトロール数
159 回 ( 平 成 27
年度実績)

○パトロール強
化 月 間を 実施
(平成27年6月)

○不法投棄・ポ
イ 捨 て 等 の 通
報箇所に看板
設置(平成27年
度　7枚)

○地区要望に
よ る 看 板 設 置
(平成27年度 5
枚)

○自治会依頼
文書(4月、7月
実施)

88

○パトロール
の実施
　・不法投棄
監視員・職員
ほか

○看板の設置

○広報
　・支所だより
　・音声告知
放送他

○不法投棄監
視員によるパ
トロール回数
196回(28年度
実績）

○職員による
パトロール（随
時）

○希望する自
治会への看板
提供（2枚）

○支所だより
（毎月）

○音声告知放
送（随時）

74

○パトロール
の実施
　・不法投棄
監視員・職員
ほか

○看板の設置

○広報
　・支所だより
　・音声告知
放送他

○不法投棄監
視員によるパ
トロール　99
回(29年度実
績）

○職員による
パトロール（随
時）

○希望する自
治会への看板
提供（１枚）

○支所だより
（毎月）

○音声告知放
送（随時）

69

監視員による、３
年間で454回の不
法投棄監視パト
ロールが実施さ
れ、不法投棄防止
の啓発につながっ
ている。

引き続き、地元住民による
不法投棄監視パトロール
を実施することにより、不
法投棄の減少を目指し、地
域の美化に努めていく。

美 し い 郷 土
を築く

【 環 境 保 全
活 動 の 推
進】
【 農 林 水 産
業の振興】

合併地域推進事
業
（環境ボランティ
アの活動支援事
業）

国府町総合支
所

708
〇 環 境 ボ ラ ン
ティアの活動支
援

〇 環 境 ボ ラ ン
ティアの活動支
援

〇 環 境 ボ ラ ン
ティアの活動支
援

自治会
ま ち づ く り 協
議会

○ 国 府 地 域
活 性 化 推 進
事業

○花づくりと緑
化推進事業（21
団体）

○農林道・水路
等の維持管理
支援事業

○ 環 境 ボ ラ ン
ティアの活動支
援事業等

738 ○国府地域活
性化推進事業

○協働活動支
援事業

農林道等整
備ほか

○花づくりと緑
化推進事業
　19団体

○袋川清掃事
業（中止）

597 ○国府地域活
性化推進事業

○協働活動支
援事業（棚田
保 全 4/29 、
8/26）

○花づくりと緑
化推進事業
　20団体

○袋川清掃事
業（4/9実施）

308
環境保全のボラン
ティア活動が定着
した。

環境ボランティアの活動支
援は継続していくが、主体
的な団体の取り組みを推
進していく。

２９年度
短期（H２６～２９）における総括

成果
次年度以降への課題・方向

性

環境対策

不法投棄の未然
防止と早期発見
のため、地域住
民 と 一 体 と な っ
て、パトロールの
実施など監視体
制を強化してい
く。

※進捗状況

項目名 事業概要
目標

【基本計画・
施策】

２６年度
推進期間

関係課
関係団体等

２７年度 ２８年度

「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画

　環境対策

現状と課
題等

　山間地域は美しい自然環境を有し、広大な森林は水源かん養等の重要な役割を担っています。しかし、近年、廃棄物の不法投棄と思われる
事象が相次いで発生しました。不法投棄は、自然環境や住民生活を脅かす深刻な問題です。未然防止と早期発見が重要であり、地域住民と
一体となって、パトロールの実施など監視体制を強化していきます。

５ ５



総合支所名 国府町 ６項目ー⑥

項目名

 

短期 中期 長期

実施内容 担当課
決算額
（千円）

～２９年度 ～３１年度 ～３５年度 実施内容 備考
決算額
（千円）

実施内容 備考
決算額
（千円）

実施内容 備考
決算額
（千円）

安全に安
心して暮ら
せる、住み
たいまち・
住んでよ
かったとい
われるまち
「万葉のふ
るさと　国
府」

因 幡 の 傘 踊 り・
麒麟獅子舞など
の伝統芸能や、
貴重な 文化・歴
史遺産を着実に
継承する。

因幡の傘踊
り・麒麟獅子
舞 な ど の伝
統 芸 能 や 、
貴 重 な 文
化 ・ 歴 史 遺
産の着実な
継承

【 文 化 芸 術
の振興】

・因幡の傘踊りの
祭典

・万葉フェスティ
バル開催

・こくふまつり

・万葉ウォークラ
リー大会

国府町総合支
所

8,186

〇伝統芸能や文
化歴史遺産の継
承
〇地域イベ ント
の見直しによる
効果的な実施を
図る

〇伝統芸能や文
化歴史遺産の継
承
〇地域イベ ント
の見直しによる
効果的な実施を
図る

〇伝統芸能や文
化歴史遺産の継
承
〇地域イベ ント
の見直しによる
効果的な実施を
図る

文化交流課
生涯学習・ス
ポーツ課
鳥 取 市 文 化
財団
国 府 町 因 幡
の傘踊り保存
会

① 因 幡 の 傘
踊りの祭典

H27.08.22実
施

②万葉フェス
ティバル開催

H27.10.18実
施

③こくふまつり
H27.11.03実

施

④万葉ウォー
クラリー 大会
（会場宮下地
区）

H27.10.03実
施

① 参 加 者 約
3,200名

② 参 加 者 約
1,400名

③ 参 加 者 約
3,000名

④ 参 加 者 53
チーム201名

殿ダム「因幡万
葉湖」ウォーキ
ング大会

H27.10.25 実
施 （ 参 加 者 約
600名）

8,186

①因幡の傘踊
りの祭典

H28.08.20 実
施

②万葉フェス
ティバル開催

H28.10.16 実
施

③こくふまつり
H28.11.03 実

施

④万葉ウォー
ク ラ リ ー 大会
（会場谷地区）

H28.10.01 実
施

① 参 加 者 約
3,500名

② 参 加 者 約
1,600名

③ 参 加 者 約
2,400名

④参加41チー
ム152名

・殿ダム「因幡
万 葉 湖 」
ウォーキング
大会　（中止）

8,134

①因幡の傘踊
りの祭典

H29.08.19 実
施

②万葉フェス
ティバル開催

H29.10.15 実
施

③こくふまつり
H29.11.03 実

施

④万葉ウォー
ク ラ リ ー 大 会
（会場成器地
区）

H29.10.07 実
施

⑤大伴家持生
誕1300年記念
開催

H30.03.11 実
施

① 参 加 者 約
3,200名

② 参 加 者 約
1,200名

③ 参 加 者 約
4,200名

④参加40チー
ム149名

⑤ 参 加 者 約
400人

・殿ダム「因幡
万 葉 湖 」
ウォーキング
大会

H29.10.22(台
風で中止)

9,495

地域イベントが着
実に実施できた。
参加者も定着して
いる。

イベント参加者を拡大する
ためにも、新たな取り組み
や事業の見直しや情報発
信などが必要。事業として
は継続していく。
新たな地域資源である殿
ダムや旧美歎水源地水道
施設の活用も進めていく。

２７年度 ２８年度 ２９年度
短期（H２６～２９）における総括

成果
次年度以降への課題・方向

性

項目名 事業概要
目標

【基本計画・
施策】

２６年度
推進期間

関係課
関係団体等

「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画

　安全に安心して暮らせる、住みたいまち・住んでよかったといわれるまち「万葉のふるさと　国府」

現状と課
題等

　本町は、かつて因幡国の国府が置かれ、古くから政治・経済・文化の中心地として栄えてきました。また、風光明媚で四季折々の豊かで美し
い自然にも恵まれています。
　地域住民が心豊かに生活していくためには、これまで脈々と息づいてきた因幡の傘踊り・麒麟獅子舞などの伝統芸能や、貴重な文化・歴史
遺産を着実に継承するとともに、恵まれた自然環境を保全・活用しながら、さまざまな取組を進めます。
　また、新たな地域資源となった、殿ダムを起爆剤とした観光振興や特産品開発の取組も重要です。
　活気あふれる地域の実現に向かい、次世代へ引き継がれるよう地域住民と行政が連携しながら、一体となって地域振興に取り組み、安全に
安心して暮らせる、住みたいまち・住んで良かったといわれるまち「万葉のふるさと　国府」をめざします。

※進捗状況

６ ６


